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参考資料　１　　　
県民参加モデル事業　実施一覧



平成 15年度 モデル事業の概要

１．通称「笹出線」のあり方に関する勉強会 ( 都市整備課 )
施設名 : 都市計画道路 出来島上木戸線 ( 通称「笹出線」)
箇所名 : 新潟市 出来島 1 丁目 ~ 南笹口 2 丁目
( 事業概要 )
新潟駅周辺整備に大きな影響を与える ( 都 ) 出来島上木戸線 ( 通称「笹出線」) の整備
に地元住民の意見を反映させるため、平成 14 年度に開催した勉強会の経緯を踏まえ
て具体的な整備方針を決定するための勉強会を開催する。

２．町屋の風情を残すまち並みづくり ( 村上土木事務所 )
施設名 : 都市計画道路 泉町羽黒町線
箇所名 : 村上市 上町・安良町地内
( 事業概要 )
村上市を代表するイベントとなった「町屋の人形さまめぐり」や「町屋の屏風まつり」
の巡回ルートにあたり、地域住民の間でまち並み保存の機運が強い上町・安良町地区
において、地域の NPO などと連携しながら、まち並み景観の保全など、今後のまちづ
くりに向けた検討を行う。

３．和島村島崎地区のまちづくり ( 与板土木事務所 )
施設名 : 二級河川 郷本川
箇所名 : 三島郡和島村 島崎地内
( 事業概要 )
良寛ゆかりの地であるとともに、河川舟運の新潟 - 柏崎航路の中継地点でもあった島
崎地区において、まちづくりと連携した河川整備について検討を行い、地域住民の合
意形成を図りながら計画を策定する。

４．( 主 ) 中尾水込線道路整備事業 ( 糸魚川土木事務所 )
施設名 : 一般県道 中尾水込線
箇所名 : 西頸城郡能生町 中尾 ~ 尾花地内
( 事業概要 )
県道の整備事業について、地域住民の合意形成を図りながら、道路のあり方、ルート、
横断構成 ( ローカル・ルールの適用も含む )、整備手法・順序、維持管理体制などにつ
いて検討を行う。なお、当該事業については、H16 に地方特定道路整備事業で新規要
望を予定している。

５．金山ロード整備事業 ( 佐渡地域振興局 )
箇所名 : 佐渡郡相川町 下相川地内
( 事業概要 )
佐渡金山周辺の歴史的遺産を結ぶルートを「金山ロード」として位置付け、そのルー
トの遊歩道としての整備や周辺のまちづくりについて、住民の参加を得ながら検討を
行う。なお、当該事業については、H16 に地域活性化推進事業で新規要望を予定して
いる。
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平成 16年度 モデル事業の概要

１．街路事業 3・4・4 土深本町善願線 ( 新津土木事務所 )
施設名：( 主 ) 白根安田線
箇所名：五泉市泉町 2 丁目 ~ 本町 3 丁目
( 事業概要 )
休工中の街路事業の計画見直し ( 都市計画決定の変更を伴う ) について、周辺のまちづ
くりを含めた検討を行う。多数の家屋移転を伴う事業であり、地域に与える影響が非
常に大きい。

２．一級河川 五十嵐川 改修事業検討委員会 ( 三条土木事務所 )
施設名：一級河川 五十嵐川
( 事業概要 )
河川整備計画の策定に向け、地域住民への問題提起、意見集約を行い、委員会などを
通じて合意形成を図る。多数の家屋移転を伴う事業であり、地域に与える影響が非常
に大きい。

３．町屋の風情を残すまち並みづくり ( 村上地域振興局 )
施設名：( 一 ) 村上停車場線、( 一 ) 岩船港線 )
( 事業概要 )
歴史的・文化的価値が高い「町屋」が残り、街路事業を巡って住民間に意見の対立が
生じている地区において、地域にとって望ましい街並みや道路のあり方の検討を行う。

４．上大川前地区 うるおいとゆとりの街づくり ( 新潟土木事務所 )
施設名：( 一 ) 郷土資料館線
箇所名：新潟市上大川前 10 番町
( 事業概要 )
  「くらしのみちゾーン」に指定された地区を通る県道について、歩行者の安全性や快
適性を重視した道路整備のあり方を検討する。住民からの提案に基づいて検討を開始
した事業である。

５．一般県道江口今泉線道路改良事業 ( 小出地域振興局 )
施設名：( 一 ) 江口今泉線
箇所名：魚沼市 ( 旧広神村 ) 長松
( 事業概要 )
   住民参加で策定された地域ビジョンに位置づけられ、生活道路としても整備が必要
な道路について、ローカルルールの適用も含め、地域にふさわしい整備のあり方を検
討する。

６．中央通線道路拡幅事業講演会 ( 十日町地域振興局 )
施設名：3・4・1 中央通り線 ( 主要地方道小千谷十日町津南線 )
箇所名：中魚沼郡川西町千手地内
( 事業概要 )
地域にふさわしい景観やにぎわい空間を創出するため、街路の整備及び沿道のまちづ
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くりについて検討を行う。

７．住環境に配慮した河川空間づくり ( 十日町地域振興局 )
( 事業概要 )
コンクリート三面張りの河川について、住環境や景観に配慮した整備に向けた検討を
行う。

８．地すべりと古代歴史の散歩道整備事業 ( 新井砂防事務所 )
施設名 : 猿供養寺地すべり、西谷地すべり
箇所名 : 上越市板倉区猿供養寺地内
( 事業概要 )
地すべり資料館や地すべり関係事業と連携した地域活性化を図るため、地域住民や
NPO と連携して計画づくりを行う。

９．日本海東北自動車道周辺 環境整備事業 ( 新発田地域振興局 )
  ( 事業概要 )
日本海東北自動車道の沿道で良好な沿道環境を創出するため、沿道の整備計画や植栽
の育成管理計画の作成、将来的に維持管理を担う組織体制の整備などを行う。

１０．中ノ口川河川公園 ( 事業段階 ) ワークショップ ( 巻土木事務所 )
施設名 : 一級河川 中ノ口川
箇所名 : 燕市大曲地内
( 事業概要 )
河川公園 ( ふるさとづくり河川事業で整備 ) について、維持管理や活用のあり方、そこ
への住民の関わり方、そのための組織づくりなどを検討する。

１１．緑の街道整備事業ワークショップ ( 三条土木事務所 )
施設名 : 一般国道 289 号
( 事業概要 )

「緑の街道整備事業」で整備する箇所について、地域住民と一緒に樹種の選定や維持管
理の方法を検討する。

１２．奥只見レクリエーション都市公園 ( 道光・根小屋地区 ) ワークショップ ( 小出地域振興局 )
箇所名 : 北魚沼郡堀之内町根小屋
( 事業概要 )
公園の整備 ( 苗木の育成、植樹 ) や維持管理での協働に向けた人材育成、組織づくりな
どを行う。

１３．まちの点検 ( 村上地域振興局 )
施設名：( 一 ) 村上停車場線
箇所名：村上市田端町等
( 事業概要 )
村上駅前において、商店街の人たちなどと一緒にまちの点検行う。対象は県道の整備
状況に限らず、清掃などの維持管理や利用者のマナーなども含めて総合的に行う。
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１４．まち ( バリアフリー歩道 ) の点検 ( 新津土木事務所 )
施設名：( 主 ) 新津・村松線 五泉市駅前通りの歩道
( 事業概要 )
バリアフリーとして整備された歩道が本当に使いやすいものになっているか、高齢者
や障害者を含む住民と一緒に点検し、課題などを抽出する。それを踏まえて施工基準
についても検討を加える。

１５．まちの点検 ( 新潟土木事務所 )
 ( 事業概要 )
県立新潟女子短期大学、新潟市身体障害者福祉協会と連携し、まちの点検を行う。

１６．冬期交通安全確保を目的とした低コスト整備手法の検討 ( 三条土木事務所 )
施設名：( 主 ) 新潟・五泉・間瀬線
箇所名：田上町上野 ~ 五泉市管沢
( 事業概要 )
幅員狭小、線形不良などのため冬期間交通止めとなる区間について、低コストで冬期
交通安全の確保を図るための整備手法を検討する。→ローカルルールの検討

 

平成 18年度 モデル事業の概要 (19 年度以降も引き続きモデル事業として実施 )

１．胎内川河川総合開発 (2 級 ) 事業 ( 新発田地域振興局地域整備部奥胎内分所 )
施設名：奥胎内ダム
箇所名：胎内市下荒沢
( 事業概要 )
・工事説明会、現場見学会、ダム事業について出張出前講座及びアンケートの実施
・事業概要やダムの効果など各種広報用パンフレットの作成配布。 
・胎内川への理解を深めるとともに、防災など地域づくりを目指し、毎年 3 回 ( 春・夏
　・秋 ) 河川敷にて胎内川フラワーブリッジ ( 花を植える活動 ) を実施。

２．住宅特治広域基幹河川改修事業 ( 新潟地域振興局地域整備部 )
施設名 : 一級河川 新井郷川
箇所名 : 新潟市 浦木 地内
( 事業概要 )
・葛塚小学校及び光晴中学校生徒を対象とした現場見学会開催 
・水辺の楽校計画及び進捗状況等の地域住民向け説明パンフレットの作成 

３．総流防 ( 通常砂防 ) 事業 ( 津川地区振興事務所 )
施設名 : 一級河川阿賀野川水系広谷川
箇所名 : 東蒲原郡阿賀町広谷
( 事業概要 )
ワークショップを実施 ( 主催 : 県、町 参加者 : 住民、漁協、温泉関係者、区長等 )
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【総流防 ( 通常砂防 ) 事業】
平成 20 年度完了予定であるため、現在までの整備状況について住民を交えた中で評
価 ( 利用・自然環境への配慮の状況 ) を実施し、今後の事業実施に反映させる。

【やすらぎの大地整備補助事業】
今年度で基盤整備が完了するため、今後の利用に向けての整備計画、施設の維持管理
の方法を住民を交え検討する。

４．柿川河川改修 ( 長岡地域振興局地域整備部 )
施設名：一級河川柿川
箇所名：長岡市金房 ~ 幸町
( 事業概要 )
河川整備計画策定時に、住民説明会を開催し事業に対する理解と協力を要請する。改
修計画についても計画段階から地域住民を参加させ計画検討することにより、住民意
見や要望等を反映させた改修計画とする。

５．刈谷田川河川災害復旧助成事業 ( 長岡地域振興局災害復旧部 )
施設名：一級河川刈谷田川
箇所名：長岡市中之島 ~ 見附市今町
( 事業概要 )
長岡市中之島のショートカットにより生じる 3ha に及ぶ旧河川敷の利用のあり方につ
いて住民参画を図り意見集約を行う。

６．広域河川改修事業 ( 長岡地域整備部与板維持管理事務所 )
施設名：二級河川郷本川
箇所名：長岡市島崎地区
( 事業概要 )
地域と地権者の代表による委員会を設置し、工事説明会や意見交換会を開催すること
で残土受け入れ地における意見・要望の取りまとめや事業への理解を深め、地域と一
体となった事業展開を図る。

７．平成 18 年度 地域プロジェクト事業 ( 魚沼地域整備部 )
施設名：( 一 ) 米沢今泉線
箇所名：魚沼市今泉
( 事業概要 )
歩行者の安全確保には道路拡幅だけが手法ではなく、様々な手法での整備があること
を住民参加型で実験的に体験し、今後の改良計画の基礎とする。

                                              
８．地域プロジェクト事業『県民参加による魚野川環境整備事業』( 南魚沼地域整備部 )

施設名：一級河川魚野川
箇所名：南魚沼市坂戸地内
( 事業概要 )
事業主旨を踏まえた住民参加による勉強会を開催し、魚野川周辺の親しみ・ふれあい
の場のあり方、散策路の選定、距離表示のサイン計画等を検討すると共に、参加と協
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働を促進するため、既に周辺で活動を行っている団体 (「花みずきの会」・「お六の公園
を作る会」など ) 及び周辺住民と、魚野川散策路脇等に植栽を行い、魚野川の維持管
理を主体的に官民協働で行う地域社会の実現を図る。

９．道路改良事業（十日町地域振興局地域整備部）
施設名：主要地方道 松代天水島線
箇所名：十日町市 松之山水梨
( 事業概要 )
道路改良の幅員、法線、工事方法等について地域住民参加のワークショップを行う中で、
地域合意のとれた道路改良計画を作成する。  

１０．「17 災」河川等災害関連事業 ( 柏崎地域振興局地域整備部 )
施設名：二級河川谷根川
箇所名：柏崎市青海川地内
( 事業概要 )
工事説明会、グランドワーク ( 工事への参加 )、広報誌への掲載、インターネッでの工
事進捗状況を提供などを通じて工事への理解を図るとともに地域環境を十分に踏まえ
た施設整備し、施設への愛着をもってもらう。

１１．大潟水と森公園 自然体験楽校ゾーン 休憩施設設計における公園利用者意見交換会
 　　　 ( 上越地域振興局地域整備部 )

施設名：県立大潟水と森公園
箇所名：上越市大潟区潟町
( 事業概要 )
日頃公園を利用している地元の主要団体に声をかけ、「大潟水と森公園 自然体験楽校
ゾーン休憩施設設計における公園利用者意見交換会」に参加していただく。意見交換
会は、各団体の意見を交換し合う会議形式で 2 回開催し、提案された意見については
とりまとめの後、施設設計へ反映する

１２．主要地方道 佐渡一周線  地域連携 ( 道路改築 ) 事業 ( 佐渡地域振興局地域整備部 )
施設名：主要地方道 佐渡一周線 内海府海岸道路
箇所名：佐渡市 鷲崎 ~ 虫崎
( 事業概要 )
数年後の事業化を見据え、道路法線、整備手法等について、住民等の参加による検討
会等を開催し、地域全体のコンセンサスを得る。
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